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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

　

原
水
爆
禁
止
２
０
１
１
年
世
界
大
会
は
８
月
５
日
か
ら
９

日
に
か
け
て
、
被
爆
地
の
広
島
・
長
崎
両
市
で
開
か
れ
る
。

　

協
会
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉
開
始
を
求
め
る
「
核

兵
器
全
面
禁
止
の
ア
ピ
ー
ル
」
国
際
署
名
へ
の
協
力
を
会
員

に
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

協
会
副
理
事
長
で
、「
大
阪
反
核
平
和
医
療
人
の
会
」
の

代
表
世
話
人
・
山
上
紘
志
氏
が
、「
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
を
紹
介
す

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
活
用
と
ア
ピ
ー
ル
署
名
協
力
を
訴
え
て

い
る
。
大
阪
歯
科
保
険
医
新
聞
７
月
15
日
号
で
は
、「
核
兵

器
全
面
禁
止
の
ア
ピ
ー
ル
」
国
際
署
名
を
折
り
込
ん
で
い

る
。
署
名
は
国
連
へ
届
け
ら
れ
る
。

運
動
へ
の
理
解
と
支
持
を
広

げ
る
た
め
に
「
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」

パ
ン
フ
を
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
こ
の
パ
ン
フ
と
あ

わ
せ
て
「
核
兵
器
全
面
禁
止

ア
ピ
ー
ル
」
の
署
名
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　

Ｉ　

Ｃ
Ａ
Ｎ
！

　

Ｙ
Ｏ
Ｕ　

Ｃ
Ａ
Ｎ
！　

　

Ｗ
Ｅ　

Ｃ
Ａ
Ｎ
！

大
阪
反
核
平
和
医
療
人
の
会

 

代
表
世
話
人　

山
上
紘
志

　

福
島
原
発
事
故
で
は
、
い

ま
な
お
健
康
破
壊
と
環
境
へ

の
放
射
能
汚
染
の
拡
大
が
進

ん
で
い
る
。
核
が
人
間
と
環

境
に
も
た
ら
す
深
刻
な
危
険

性
を
改
め
て
見
せ
つ
け
た
。

核
兵
器
廃
絶
と
原
発
ゼ
ロ
の

運
動
と
世
論
が
世
界
中
で
大

き
く
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。

　

昨
年
５
月
の
核
不
拡
散
条

約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議

で
は
「
核
兵
器
の
な
い
平
和

で
安
全
な
世
界
」
を
実
現
す

る
た
め
の
最
終
文
書
が
採
択

さ
れ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
（
核
兵

器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
）
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約

（
核
兵
器
の
製
造
、
実
験
、

保
有
、
使
用
の
禁
止
と
廃

絶
）
を
国
際
的
論
議
の
主
流

に
据
え
る
た
め
の
具
体
的
な

働
き
か
け
を
世
界
的
な
規
模

で
取
り
組
ん
で
い
る
。
昨
年

12
月
の
第
65
回
国
連
総
会
で

も
、
多
く
の
国
が
核
兵
器
廃

絶
の
実
行
を
求
め
、
こ
の
条

約
の
交
渉
開
始
を
求
め
る
決

議
に
は
、
１
３
３
カ
国
が
賛

成
し
た
が
、
日
本
は
こ
の
決

議
に
棄
権
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
唯
一
の
被
爆

国
政
府
に
対
し
、
米
国
の

「
核
の
傘
」
か
ら
脱
却
し
て

「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉

の
開
始
」
に
積
極
的
に
関
わ

る
よ
う
に
働
き
か
け
た
い
。

　

医
療
従
事
者
を
は
じ
め
、

ご
家
族
、
多
く
の
患
者
・
市

民
・
友
人
な
ど
に
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ

　　　ＩＣＡＮ（核兵器廃
絶国際キャンペーン）
　核兵器禁止条約（ＮＷ
Ｃ）の多国間交渉を15年ま
でに開始しようという世界
の人々と政府の声を高める
ためのキャンペーン。核兵
器廃絶にＮＷＣの実現が不
可欠であるとの理解をひろ
げようと、各国と国際レベ
ルの運動とネットワークの
強化に努める。07年に12カ
国で発足、 現在、60カ国
200団体以上が参加。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

核
兵
器
廃
絶
の
願
い

　
　
　

国
連
へ
届
け
よ
う

アピールには、大江健
三郎、瀬戸内寂聴氏ら
が賛同を表明。

パンフは「ＩＣＡＮ」
の目的や核兵器ゼロへ
の道筋を分かりやすく
解説。
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核兵器全面禁止アピール
署名にご協力を　　　　

浅
田　

朋
生
（
摂
津
市
）

　

ま
だ
髪
の
毛
が
ふ
さ
ふ
さ

だ
っ
た
大
学
一
年
生
の
夏
休

み
、
高
校
生
の
時
の
ク
ラ
ブ

の
友
人
達
と
北
欧
へ
１
カ
月

間
の
遠
征
に
出
か
け
た
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

（
以
下
、
Ｏ
Ｌ
）
と
言
っ
て

も
ピ
ン
と
く
る
方
は
ほ
と
ん

ど
い
な
い
だ
ろ
う
。
せ
い
ぜ

い
、
中
学
校
の
林
間
学
校
で

グ
ル
ー
プ
で
ワ
イ
ワ
イ
し
ゃ

べ
り
な
が
ら
歩
い
て
回
っ
た

こ
と
を
思
い
出
す
ぐ
ら
い
で

は
な
か
ろ
う
か
。
未
知
の
土

地
を
地
図
と
コ
ン
パ
ス
（
方

位
磁
石
）
の
み
を
頼
り
に
チ

を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
で

き
な
い
。
し
た
が
っ
て
地
図

も
国
土
地
理
院
発
行
の
ア
バ

ウ
ト
な
も
の
で
は
な
く
、
崖

や
溝
、
炭
焼
き
窯
跡
等
あ
ら

ゆ
る
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
た

地
図
を
用
い
る
。
林
も
、
同

じ
杉
の
植
林
地
で
も
木
の
高

さ
の
違
い
で
植
生
界
を
書
き

込
ん
で
あ
る
。
通
り
抜
け
ら

れ
な
い
藪
は
色
分
け
し
て
表

記
し
て
い
る
。
こ
の
地
図
さ

え
あ
れ
ば
、
自
分
で
最
短
ル

ー
ト
を
考
え
、
途
中
注
意
す

べ
き
ポ
イ
ン
ト
も
確
認
で
き

る
。
迷
っ
て
も
地
図
と
現
地

の
地
形
を
照
ら
し
合
わ
せ
れ

ば
リ
カ
バ
ー
で
き
る
の
だ
。

し
か
し
、
な
か
に
は
道
に
迷

っ
て
日
没
ま
で
山
の
中
を
一

人
さ
ま
よ
っ
て
い
た
友
人
が

い
る
。
か
く
言
う
自
分
も
高

２
の
冬
、
天
王
山
で
ガ
ス
欠

に
な
り
意
識
混
濁
状
態
に
な

り
、
一
歩
も
歩
け
ず
雪
の
上

に
倒
れ
こ
ん
だ
こ
と
が
あ

る
。
幸
い
に
も
他
の
競
技
者

に
起
こ
さ
れ
、
会
場
ま
で
連

れ
帰
っ
て
頂
い
た
経
験
が
あ

る
。

　

皆
さ
ん
の
想
像
さ
れ
る
も

の
と
は
ず
い
ぶ
ん
と
違
っ
た

ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。
北
欧
の

陸
軍
の
行
軍
訓
練
に
起
源
を

発
す
る
と
言
え
ば
、
納
得
し

て
頂
け
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
日
本
で
の
知
名
度
は
低

く
、
嘆
か
わ
し
い
も
の
だ
。

私
自
身
随
分
は
な
れ
て
い

る
。
次
の
休
み
は
山
に
行
こ

う
か
。

　

浅
田
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
佐
々

木
充
治
先
生
（
摂
津
市
）
で

す
。

ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
回
っ
て

ゴ
ー
ル
す
る
。
た
だ
し
、
私

の
言
う
Ｏ
Ｌ
は
個
人
競
技
の

タ
イ
ム
レ
ー
ス
の
た
め
、
道

な
き
と
こ
ろ
も
走
る
。
膝
下

ぐ
ら
い
の
沼
地
は
平
気
で
横

断
す
る
し
、
崖
を
飛
び
下
り

る
こ
と
も
あ
る
。
池
を
泳
い

で
渡
っ
た
と
い
う
猛
者
も
い

る
。
そ
の
為
、
自
分
の
走
る

歩
幅
で
大
体
の
距
離
を
測
り

な
が
ら
、
周
り
の
地
形
を
よ

く
観
察
し
て
い
な
い
と
迷
子

に
な
っ
て
し
ま
う
。
周
囲
に

は
誰
も
い
な
い
の
で
現
在
地

絵　藤田　進 （河内長野市）

雇
用
対
策
講
習
会

日
時　

７
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　

　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
協
会
顧
問
社
労
士

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

医
院
活
性
化
の
鍵　

正
確
で
上
手
な
就
業
時
間
把
握

と
残
業
計
算

大
阪
反
核
平
和
医
療
人
の
会

日
時　

７
月
24
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

吉
井
英
勝
衆
議
院
議
員
（
日
本
共
産
党
）

会
費　

無
料　

　

定
員　

１
５
０
人

核
の
な
い
未
来
へ
〜
原
発
抜
き
の
日
本
は
い
か
に
し

て
可
能
か
〜

９
月
度
生
涯
研
修

日
時　

９
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　

　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

信
藤
孝
博
氏
（
吹
田
市
開
業
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

歯
周
治
療
・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
の
た
め
のB

lood 
S
upply

（
血
液
供
給
）

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
学
習
会

日
時　

８
月
21
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

講
師　

 

郷
地
秀
夫
氏
（
兵
庫
県
保
険
医
協
会
副
理
事
長
、
原

爆
症
集
団
認
定
訴
訟
支
援
ネ
ッ
ト
兵
庫
代
表
）

会
場　

難
波
御
堂
筋
ホ
ー
ル
９
階　

　

定
員　

１
５
０
人

会
費　

会
員
、
ス
タ
ッ
フ
無
料

被
ば
く
者
医
療
か
ら
視
た
福
島
原
発
事
故

南
河
内
地
区
講
習
会

日
時　

９
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
12
時

会
場　

保
険
医
会
館

講
師　

西
川
眞
二
氏
（
東
大
阪
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　

　

定
員　

50
人

バ
キ
ュ
ー
ム
ア
ダ
プ
タ
ー
活
用
法

大
阪
市
西
部
地
区
講
習
会

日
時　

10
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

 

木
ノ
本
喜
史
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
臨
床
教
授
・
吹

田
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　

定
員　

１
０
０
人

歯
内
療
法
成
功
の
鍵
パ
ー
ト
３
・
感
染
根
管
治
療


